
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

役 職 氏  名 所  属 摘 要 

理 事 長 米澤 光秀 ㈱米澤製材所 再 任 

副理事長 及川勝一郎 ヤマモト木材㈲ 再 任 

〃 小野寺邦夫 丸平木材㈱ 再 任 

〃 髙橋 和宏 ㈱仙北製材所 再 任 

専務理事 佐藤 行弘 員 外 再 任 

理  事 村井 勝 ㈱村井林業 再 任 

〃 亀山 武弘 宮城十條林産㈱ 再 任 

〃 寺島 信弘 ㈲寺島木材 再 任 

〃 峯岸 宏典 ㈱フォレスティ峯岸 新 任 

〃 石垣光一朗 ㈲石垣林業 新 任 

〃 石垣 英孝 黒川森林組合 新 任 

〃 鎌田 涉 ㈲鎌田林業土木 新 任 

〃 髙橋 勝行 ㈱タカカツ建材 再 任 

〃 髙橋 昭浩 ㈱マルウ木材産業 再 任 

〃 菅原 正義 ㈱ＫＵＲＩＭＯＫＵ 再 任 

〃 佐藤 裕康 ㈱ヤマコ佐藤 新 任 

〃 小山 章宏 ㈱小山材木店 再 任 

〃 幸田 力也 ㈱幸田屋商店 再 任 

〃 髙橋 暢介 ㈱山大 再 任 

〃 中川 尚仙 中川木材㈱ 再 任 

監  事 渋谷  隆 ㈱渋谷木材店 新任（前理事） 

〃 小泉 幸彌 ㈱三善材木店 再 任 

米
澤
理
事
長
挨
拶
主
旨 

昨
年
度
は
世
界
的
な
混
迷
の
中
、
急
激
な

物
価
高
の
影
響
も
あ
り
、
今
ま
で
に
無
い
よ

う
な
新
設
住
宅
着
工
戸
数
の
低
迷
が
続
き
ま

し
た
。
私
た
ち
、
木
材
業
界
に
と
っ
て
将
来

の
出
口
が
見
い
だ
せ
な
い
、
大
変
厳
し
い
状

況
で
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
で
す
。 

 

最
近
、
回
復
の
兆
候
も
見
え
て
い
る
よ
う

に
思
え
る
が
、
こ
れ
は
今
年
四
月
か
ら
施
行

さ
れ
た
、
改
正
建
築
基
準
法
の
駆
け
込
み
需

要
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま

す
。
そ
の
表
れ
と
し
て
、
国
内
の
大
手
と
言

わ
れ
る
建
設
会
社
が
競
っ
て
木
材
を
利
用
し 

令和７年７月７日 

 

令
和
七
年
度
通
常
総
会
が
五
月
二
十
六

日
「
ホ
テ
ル
白
萩
」
に
お
い
て
、
組
合
員

百
名
が
出
席
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
ず
、
七
名
の
優
良
職
員
表
彰
が
行
わ

れ
、
理
事
長
挨
拶
に
続
き
、
来
賓
の
宮
城

県
議
会
髙
橋
議
長
、
宮
城
県
水
産
林
政
部

大
信
田
副
部
長
、
仙
台
森
林
管
理
署
飯
島

署
長
、
全
国
木
材
組
合
連
合
会
鈴
木
参
与

か
ら
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
小
野
寺
副
理
事
長
を
議
長
に

選
出
し
、
令
和
六
年
度
の
事
業
報
告
と
決

算
関
係
、
令
和
七
年
度
の
事
業
計
画
と
収

支
予
算
な
ど
の
議
案
を
審
議
し
、
原
案
の

と
お
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
で

は
現
理
事
長
で
あ
る
米
澤
光
秀
氏
が
再
任

さ
れ
た
ほ
か
、
新
任
理
事
な
ど
別
掲
の
と

お
り
役
員
に
異
動
が
あ
り
ま
し
た
。 

ま
た
引
き
続
き
、
令
和
七
年
度
宮
城
県

木
材
産
業
政
治
連
盟
の
通
常
総
会
が
開
催

さ
れ
、
同
様
に
可
決
承
認
さ
れ
、
及
川
副

理
事
長
の
閉
会
挨
拶
で
終
了
し
ま
し
た
。 

始
め
て
い
る
の
は
ご
存
じ
の
と
お
り
で
す 

我
々
業
界
と
し
て
も
、
木
材
を
扱
う
プ
ロ

と
し
て
、
一
般
住
宅
へ
の
木
材
利
用
を
拡
大

す
る
こ
と
は
元
よ
り
、
将
来
に
向
け
、
中
高

層
住
宅
や
非
住
宅
へ
の
木
材
の
利
用
が
活

発
に
な
る
よ
う
務
め
無
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
ま
す
。 

そ
こ
で
組
合
と
し
て
も
、
今
後
一
層
、
国

の
動
向
に
注
意
を
図
り
つ
つ
、
様
々
な
分
野

で
、
県
と
の
協
力
体
制
の
強
化
を
図
り
、
今

以
上
に
、
品
質
の
確
か
な
県
産
材
の
生
産
拡

大
と
普
及
推
進
に
努
め
て
参
る
所
存
で
す
。 
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県木協だより

－１－ 

県
木
協
通
常
総
会
が
開
催 



宮
城
県
木
材
協
同
組
合
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
日
頃
か
ら
県
政
の
推
進
、
と
り
わ
け
県
産
材

の
安
定
供
給
や
木
材
利
用
の
普
及
推
進
な
ど
、
森
林
・

林
業
行
政
の
推
進
に
格
別
の
御
理
解
と
御
尽
力
を
賜

り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
最
近
の
社
会
経
済
情
勢
に
つ
い
て
は
、
人
口

減
少
に
伴
う
人
手
不
足
や
市
場
縮
小
な
ど
の
影
響
が
、

あ
ら
ゆ
る
産
業
分
野
で
顕
在
化
し
て
き
て
い
る
ほ
か
、

物
価
高
騰
の
長
期
化
や
、
関
税
政
策
を
巡
る
先
行
き
の

不
透
明
感
な
ど
、
多
く
の
懸
念
材
料
を
抱
え
、
不
確
実

性
が
高
ま
っ
て
お
り
ま
す
。 

林
業
・
木
材
産
業
に
関
係
す
る
新
設
住
宅
需
要
で

は
、
一
部
で
回
復
傾
向
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
全
体
と

し
て
は
低
調
な
状
況
が
続
い
て
お
り
、
特
に
、
こ
れ
か

ら
し
ば
ら
く
の
間
は
、
建
築
基
準
法
の
４
号
特
例
縮
小

に
伴
う
、
駆
け
込
み
需
要
の
反
動
も
危
惧
さ
れ
、
今
後

の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て

お
り
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
中
、
県
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
県
内
の

林
業
・
木
材
産
業
が
活
力
を
維
持
し
、
持
続
的
な
成
長

を
遂
げ
ら
れ
る
よ
う
、
引
き
続
き
、
県
産
材
住
宅
へ
の

支
援
に
つ
い
て
、
一
部
内
容
を
拡
充
し
て
継
続
す
る
ほ 

か
、
建
築
基
準
法
の
改
正
に
伴
い
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証
の
取 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○
み
や
ぎ
Ｃ
Ｌ
Ｔ
等
普
及
促
進
事
業 

（
予
算
額
：
五
千
五
百
二
十
七
万
円
） 

○ 

み
や
ぎ
材
ウ
ッ
ド
・
チ
ェ
ン
ジ
普
及
促
進
事
業 

（
予
算
額
：
一
千
五
十
万
円
） 

▼
高
性
能
林
業
機
械
や
木
材
加
工
施
設
等
へ
の
新
規
整

備
支
援
（
国
庫
補
助
） 

 

木
材
産
業
等
の
競
争
力
強
化
を
図
る
た
め
の
木
材
加

工
流
通
施
設
等
の
整
備
を
支
援
し
ま
す
。 

○ 

森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
グ
リ
ー
ン
成
長
総
合
対
策

事
業
（
予
算
額
：
九
千
三
百
六
十
五
万
円
の
内
） 

▼
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
用
拡
大 

 

県
内
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
活
用
を
推
進
す
る
た

め
、
モ
デ
ル
地
区
を
設
定
し
、
地
域
完
結
型
の
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
集
荷
シ
ス
テ
ム
等
の
構
築
を
図
る
団
体
等
へ
の

支
援
や
、
未
利
用
間
伐
材
等
の
バ
イ
オ
マ
ス
の
効
率
的

な
運
搬
等
を
支
援
し
ま
す
。 

          

得
を
目
指
す
製
材
所
等
へ
の
支
援
に
つ
い
て
も
、
今

年
度
か
ら
新
た
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

ま
た
、
住
宅
市
場
の
縮
小
が
進
む
中
で
、
オ
フ
ィ
ス

ビ
ル
な
ど
非
住
宅
分
野
の
施
設
に
お
け
る
県
産
材
利

用
を
推
進
す
る
た
め
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
等
を
適
材
適
所
に
活

用
し
た
施
設
の
建
築
に
支
援
す
る
と
と
も
に
、
内
装

材
や
家
具
な
ど
へ
の
木
材
利
用
を
促
進
す
る
た
め
、

県
産
広
葉
樹
の
流
通
や
商
品
開
発
な
ど
の
取
組
に
つ

い
て
も
、
積
極
的
に
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆

様
に
は
、
引
き
続
き
御
理
解
と
御
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

－２－ 

ご
挨
拶 

宮
城
県
水
産
林
政
部
林
業
振
興
課
長 

大
類 

清
和 

県
で
は
、
今
年
度
の
木
材
関
係
予
算
に
約
四
億
円

を
措
置
し
、
林
業
の
成
長
産
業
化
に
向
け
て
、
「
県

産
木
材
の
需
要
創
出
と
供
給
力
強
化
」
に
重
点
を
置

い
た
事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。 

▼
Ｃ
Ｌ
Ｔ
等
の
県
産
材
の
利
用
拡
大 

 

新
た
な
県
産
材
需
要
の
創
出
策
と
し
て
、
引
き
続

き
Ｃ
Ｌ
Ｔ
等
の
県
産
材
の
利
活
用
の
推
進
に
取
り

組
み
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
と
超
厚
合
板
や

Ｄ
Ｌ
Ｔ
な
ど
新
建
材
の
適
材
適
所
で
の
利
用
や
、
Ｃ

Ｌ
Ｔ
ユ
ニ
ッ
ト
の
開
発
・
普
及
に
よ
り
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
の

需
要
拡
大
の
好
循
環
を
目
指
し
ま
す
。 

令
和
七
年
度
木
材
関
係
予
算
の
概
要 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

宮
城
県
林
業
振
興
課 

CLT を活用した駅舎ユニット 



○ 

み
や
ぎ
型
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ス
マ
ー
ト
タ
ウ
ン

構
築
事
業
（
予
算
額
：
一
千
百
六
十
二
万
円
） 

▼
県
産
広
葉
樹
の
供
給
力
強
化 

 

広
葉
樹
資
源
の
付
加
価
値
向
上
に
よ
る
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
の
構
築
を
目
指
す
た
め
、
供
給
体
制
の
構
築

に
向
け
た
取
組
を
推
進
し
ま
す
。 

○ 

広
葉
樹
流
通
シ
ス
テ
ム
事
業 

 
 
 

 
 

 

（
予
算
額
：
八
百
万
円
） 

▼
県
産
材
の
利
用
拡
大
・
普
及
Ｐ
Ｒ 

県
産
材
を
使
用
し
た
新
築
住
宅
に
対
す
る
助
成
に

加
え
、
内
装
木
質
化
や
木
製
品
配
備
に
も
支
援
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
県
産
材
に
よ
る
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム

も
助
成
対
象
と
し
ま
す
。 

 

さ
ら
に
、
木
育
活
動
を
行
う
施
設
等
の
木
質
化
な

ど
に
対
し
助
成
す
る
ほ
か
、
地
域
で
「
木
育
」
活
動
を

積
極
的
に
進
め
て
い
る
民
間
団
体
を
支
援
し
ま
す
。 

         

○ 

県
産
材
利
用
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
住
宅
普
及
促
進
事

業
（
予
算
額
：
二
億
五
千
三
百
九
万
円
） 

○ 

み
ん
な
で
広
げ
る
「
木
育
」
活
動
推
進
事
業  

 
 

（
予
算
額
：
九
百
五
十
四
万
円
） 

    

県
で
は
、
県
産
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
た
家
づ

く
り
の
普
及
を
目
的
に
、
県
産
木
材
の
使
用
量
に
応

じ
て
補
助
す
る
、「
県
産
材
利
用
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
住
宅

普
及
促
進
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

             

本
事
業
に
つ
い
て
は
、
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
た
平

成
二
十
三
年
度
か
ら
令
和
六
年
度
ま
で
の
十
四
年
間

に
、
約
六
千
八
百
棟
の
新
築
木
造
住
宅
を
支
援
し
て

き
ま
し
た
。 

こ
こ
で
は
、
昨
年
度
の
本
事
業
の
実
績
に
つ
い
て

御
紹
介
し
ま
す
。 

                   

「木育」活動の様

子 

R６年度県産材利用サステナブル住宅普及促進事業活用例 

－３－ 

「
県
産
材
利
用
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
住
宅
普
及
促
進
事

業
」
に
つ
い
て 

宮
城
県
林
業
振
興
課 



▼
宮
城
県
産
材
の
利
用
拡
大
に
貢
献 

 
令
和
六
年
度
の
事
業
申
請
数
は
、
前
年
度
に
比
べ

五
棟
減
少
し
、
新
築
住
宅
支
援
は
四
百
二
十
七
棟
、
リ

フ
ォ
ー
ム
支
援
は
十
一
件
で
し
た
。
一
棟
当
た
り
の

木
材
使
用
量
は
平
均
二
十
．
五
四
立
米
で
、
こ
の
う
ち

約
八
十
％
が
県
産
材
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

             

ま
た
、
県
産
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
品
又
は
優
良
み
や
ぎ
の
使

用
量
は
約
六
千
二
百
立
米
に
の
ぼ
り
、
さ
ら
に
、
新
た

に
上
乗
せ
補
助
と
し
て
追
加
し
た
県
産
森
林
認
証
材

に
つ
い
て
も
、
約
七
百
九
十
立
米
が
使
用
さ
れ
、
本
事

業
の
目
的
で
あ
る
一
般
住
宅
に
お
け
る
宮
城
県
産
材

の
利
用
拡
大
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。 

▼
子
育
て
世
帯
や
移
住
世
帯
を
支
援 

新
築
住
宅
支
援
に
お
い
て
、
子
育
て
世
帯
や
県
外

か
ら
の
移
住
世
帯
に
つ
い
て
は
、
主
要
構
造
部
に
対

し
て
だ
け
で
な
く
、
内
装
木
質
化
や
県
産
木
製
品
の

導
入
に
対
し
て
も
補
助
金
の
か
さ
上
げ
措
置
を
設
け

て
お
り
、
よ
り
一
層
手
厚
く
支
援
し
ま
し
た
。 

▼
リ
フ
ォ
ー
ム
に
対
し
て
も
引
き
続
き
支
援 

新
築
住
宅
の
着
工
が
減
少
す
る
中
、
県
産
材
の
利

用
拡
大
を
図
る
た
め
、
令
和
四
年
度
か
ら
住
宅
や
マ

ン
シ
ョ
ン
の
増
改
築
（
リ
フ
ォ
ー
ム
）
の
補
助
を
行
っ

て
い
ま
す
。
令
和
四
年
度
・
五
年
度
と
も
に
申
請
数
は

一
桁
台
で
し
た
が
、
令
和
六
年
度
は
十
一
件
の
申
請

が
あ
り
、
制
度
が
徐
々
に
認
知
さ
れ
て
き
た
手
ご
た

え
を
感
じ
て
お
り
、
更
な
る
周
知
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。 

▼
今
年
度
も
補
助
申
請
を
受
付
中 

令
和
七
年
度
も
、
県
産
材
に
よ
り
新
築
住
宅
を
建

設
す
る
施
主
に
対
し
、
宮
城
県
産
材
一
立
米
に
つ
き

二
万
八
千
円
（
子
育
て
又
は
県
外
か
ら
の
移
住
世
帯

は
四
万
二
千
円
）
を
、
優
良
み
や
ぎ
材
、
県
産
Ｊ
Ａ
Ｓ

製
品
及
び
県
産
森
林
認
証
材
に
は
一
立
米
当
た
り
八

千
円
を
補
助
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
（
た
だ
し
、
宮

城
県
産
材
へ
の
補
助
金
額
と
優
良
み
や
ぎ
材
へ
の
補

助
金
額
の
合
計
額
の
上
限
は
五
十
万
円
（
子
育
て
又

は
県
外
か
ら
の
移
住
世
帯
は
七
十
五
万
円
）
）
。
さ
ら

に
令
和
七
年
度
か
ら
は
、
県
産
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
品
と
県
産

森
林
認
証
材
の
普
及
促
進
を
後
押
し
す
る
た
め
、
こ

れ
ら
の
材
へ
の
補
助
金
額
の
上
限
を
撤
廃
し
、
使
用

量
に
応
じ
た
分
を
補
助
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
は
枠
組
壁
工
法
で
建
築
す
る
際
に
も

補
助
金
を
活
用
し
や
す
い
よ
う
新
た
に
要
件
を
設
定

し
、
県
産
ツ
ー
バ
イ
材
の
普
及
拡
大
を
目
指
し
て
い

ま
す
。 

内
装
及
び
木
製
品
配
備
に
つ
い
て
も
最
大
三
十
万

円
（
子
育
て
又
は
県
外
か
ら
の
移
住
世
帯
に
つ
い
て

は
、
最
大
四
十
五
万
円
）
の
補
助
を
継
続
し
ま
す
。 

県
産
材
を
利
用
し
た
住
宅
や
マ
ン
シ
ョ
ン
等
の
リ

フ
ォ
ー
ム
に
つ
い
て
は
、
最
大
二
十
万
円
の
補
助
金

額
は
昨
年
度
と
同
様
で
す
が
、
予
算
の
枠
を
三
件
分

増
加
し
て
い
ま
す
。 

新
築
住
宅
に
つ
い
て
は
約
四
百
棟
分
、
リ
フ
ォ
ー

ム
に
つ
い
て
は
約
十
一
件
分
の
予
算
を
確
保
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
貴
会
員
の
皆
様
に
は
、
引
き
続
き
本
事

業
の
利
用
や
Ｐ
Ｒ
に
御
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

各
事
業
の
詳
細
等
は
、
宮
城
県
林
業
振
興
課
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
御
確
認
く
だ
さ
い
。 

［
問
い
合
わ
せ
先
：
林
業
振
興
課
み
や
ぎ
材
流
通
推

進
班 

℡
〇
二
二―

二
一
一―

二
九
一
二
］ 

令和 6 年度県産材利用サステナブル住宅普及促進事業 

申請件数（R7.3 末現在） 

－４－ 



 
 

  

当
管
内
は
、
気
仙
沼
市
及
び
南
三
陸
町
の
一
市
一

町
を
所
管
し
、
森
林
面
積
は
約
三
万
六
千
㏊
で
民
有

林
の
占
め
る
割
合
が
高
く
、
人
工
林
率
は
県
平
均
の

五
十
三
％
を
大
き
く
上
回
る
六
十
三
％
と
な
っ
て
お

り
、
公
有
林
を
中
心
に
森
林
整
備
が
進
ん
だ
地
域
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

な
お
、
豊
富
な
森
林
資
源
か
ら
供
給
さ
れ
た
木
材

は
、
主
に
県
内
の
合
板
・
製
材
工
場
な
ど
に
出
荷
さ
れ

て
お
り
ま
す
が
、
近
年
、
新
た
な
供
給
先
と
し
て
、
気

仙
沼
港
か
ら
中
国
向
け
木
材
輸
出
が
開
始
さ
れ
た
た

め
、
そ
の
内
容
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

全
国
的
に
人
口
減
少
に
伴
い
住
宅
着
工
戸
数
の
減

少
が
見
込
ま
れ
る
中
、
新
た
な
需
要
創
出
策
の
一
つ

と
し
て
、
日
本
各
地
で
木
材
輸
出
促
進
の
取
組
が
、
近

年
広
が
り
を
み
せ
て
い
ま
す
。 

本
県
の
木
材
輸
出
実
績
と
し
て
は
、
石
巻
港
か
ら

中
国
へ
ス
ギ
丸
太
の
輸
出
が
行
わ
れ
て
お
り
、
気
仙

沼
港
か
ら
の
木
材
の
輸
出
は
こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。 

そ
う
し
た
中
で
、
令
和
五
年
六
月
、
物
価
高
騰
に
よ

り
住
宅
需
要
の
減
退
や
、
県
内
の
合
板
・
製
材
工
場
等

が
原
材
料
と
な
る
丸
太
の
受
け
入
れ
を
制
限
し
、
販

路
を
失
っ
た
県
産
丸
太
が
、
事
業
体
の
山
土
場
な
ど

に
滞
留
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
緊
急
的
に
新
た
な
需

要
先
へ
流
通
さ
せ
る
必
要
が
あ
っ
た
た
め
、
輸
出
を

含
む
他
用
途
と
し
て
販
売
す
る
た
め
の
経
費
支
援
と

し
て
、
県
で
は
「
県
産
材
流
通
対
策
緊
急
支
援
事
業

（
輸
出
販
売
促
進
経
費
支
援
）」
を
創
設
し
て
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。
当
該
事
業
を
活
用
し
、
令
和
六
年
五

月
か
ら
、
宮
城
県
森
林
組
合
連
合
会
が
、
全
国
森
林
組

合
連
合
会
を
通
じ
て
、
気
仙
沼
港
に
気
仙
沼
や
本
吉

を
含
む
県
内
森
林
組
合
が
集
荷
し
た
ス
ギ
丸
太
の
中

国
（
江
蘇
省
）
向
け
輸
出
を
初
め
て
開
始
し
た
と
こ
ろ

で
す
。 

こ
れ
ま
で
の
木
材
輸
出
状
況
に
つ
い
て
は
、
令
和

五
年
度
は
二
億
二
百
万
円
の
輸
出
額
と
な
っ
て
お
り
、

気
仙
沼
港
か
ら
の
輸
出
総
額
（
十
億
二
千
万
円
）
の
約

二
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
な
お
、
令
和
六
年
度
は
三
億

九
千
四
百
万
円
の
輸
出
額
と
な
っ
て
お
り
、
前
年
度

の
約
二
倍
に
急
上
昇
し
て
お
り
、
気
仙
沼
港
か
ら
の

輸
出
総
額
（
八
億
七
千
八
百
万
円
）
の
約
４
割
を
占
め

て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
木
材
輸
出
額
が
県
内
最

多
で
あ
っ
た
石
巻
港
（
令
和
六
年
度
・
一
億
五
千
六
百

万
円
）
を
抜
い
て
、
県
内
最
多
の
取
扱
額
に
な
っ
て
い

ま
す
。 

令
和
五
年
度
の
輸
出
分
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
県

に
よ
る
助
成
を
受
け
て
実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、
令

和
６
年
度
以
降
は
、
助
成
な
し
で
継
続
し
て
実
施
し

て
お
り
、
参
加
事
業
体
も
県
内
森
林
組
合
の
ほ
か
に
、

民
間
事
業
体
や
、
陸
前
高
田
、
大
船
渡
、
釜
石
、
遠
野

な
ど
、
岩
手
県
か
ら
の
集
荷
も
増
加
し
て
い
る
状
況

に
あ
り
ま
す
。 

こ
れ
ま
で
の
輸
出
量
と
し
て
は
、
計
十
一
回
（
約
四

万
一
千
㎥
）
の
ス
ギ
丸
太
を
大
型
運
搬
船
で
輸
出
し

て
お
り
、
今
年
度
も
７
月
を
目
処
に
第
十
二
回
目
の

木
材
輸
出
が
予
定
さ
れ
、
今
後
も
ス
ギ
丸
太
の
新
た

な
販
売
チ
ャ
ン
ネ
ル
と
し
て
継
続
し
て
実
施
さ
れ
る

見
込
み
で
す
。
御
興
味
の
あ
る
事
業
体
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
宮
城
県
森
林
組
合
連
合
会
に
御
相
談
下
さ

い
。【
※
横
浜
税
関
仙
台
塩
釜
税
関
支
署
の
資
料
参
照
】 

            

運搬船への丸太

積込状況 

気仙沼港 

（丸太集

積状況） 

－５－ 

「
気
仙
沼
管
内
に
お
け
る
木
材
利
用
の
取
組
」 

 
 
 
 
 
 

宮
城
県
気
仙
沼
地
方
振
興
事
務
所 

 



    

去
る
五
月
二
十
三
日
及
び
二
十
四
日
の
両
日
に

A
E
R

仙
台
ア
ト
リ
ウ
ム
に
て
木
材
利
用
促
進
事
業
の

一
環
と
し
て
「W

O
O
D
 D
E
S
I
G
N
 E
X
P
E
R
I
E
N
C
E

＠
仙
台
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

で
は
林
野
庁
難
波
木
材
利
用
課
長
に
続
き
、
宮
城
県

大
類
林
業
振
興
課
長
、
宮
城
県
木
材
協
同
組
合
米
澤

理
事
長
の
挨
拶
が
あ
り
、「
木
の
家
に
住
む
と
い
う
こ

と
」
と
題
し
た
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
日
本
ウ
ッ
ド
デ
ザ
イ

ン
受
賞
歴
の
あ
る
サ
サ
キ
設
計
代
表
の
佐
々
木
文
彦

氏
、
㈱
サ
カ
モ
ト
技
術
部
の
赤
塚
慶
太
氏
、
東
北
大
学

大
学
院
工
学
研
究
科
都
市
・
建
築
学
専
攻
教
授
の
前

田
匡
樹
氏
に
よ
る
活
動
事
例
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。 

         

 

ま
た

A
E
R

仙
台
一
階
ア
ト
リ
ウ
ム
で
は
、
一
般
の

市
民
も
参
加
で
き
る
南
三
陸
ス
ギ
を
使
っ
た
も
の
づ

く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

   

六
月
四
日
（
水
）
ホ
テ
ル
白
萩
に
お
い
て
、
令
和
七

年
度
に
お
け
る
国
及
び
県
に
お
け
る
木
材
利
用
関
連

助
成
事
業
の
説
明
会
を
開
催
し
た
。
説
明
者
は
一
般

社
団
法
人
全
国
木
材
組
合
連
合
会
か
ら
田
口
常
務
理

び
西
企
画
担
当
部
長
が
「JA

S

構
造
材
実
証
支
援
業
」

及
び
「
花
粉
症
対
策
木
材
利
用
促
進
事
業
」
を
中
心
に

説
明
が
あ
り
、
宮
城
県
林
業
振
興
課
の
千
葉
み
や
ぎ

材
流
通
推
進
班
長
か
ら
は
「
県
産
材
利
用
サ
ス
テ
イ

ナ
ブ
ル
住
宅
普
及
促
進
事
業
」
に
つ
い
て
の
説
明
が

な
さ
れ
た
。 

◆
宮
城
県
木
材
協
同
組
合
か
ら
の
情
報
◆ 

   

都
市
に
お
け
る
事
務
所
ビ
ル
や
共
同
住
宅
の
中
規

模
木
造
ビ
ル
建
築
の
普
及
促
進
は
、
地
方
建
築
経
済

に
と
っ
て
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
創
出
に
つ
な

が
る
と
と
も
に
、
設
計
者
・
施
工
者
に
と
っ
て
も
新
た

な
市
場
開
拓
の
契
機
に
も
な
り
ま
す
。
ま
た
、
当
然
の

こ
と
一
般
流
通
材
を
活
用
し
た
非
住
宅
建
築
は
、
木

材
業
界
の
活
性
化
に
も
貢
献
す
る
も
の
と
考
え
ま
す
。 

        

そ
こ
で
県
木
協
で
は
、
木
造
非
住
宅
建
築
に
向
け
た

取
り
組
み
と
し
て
、
次
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。 

◆
都
市
木
造
化
の
可
能
性
を
広
げ
る
啓
発
型
講
演
会 

【
第
一
弾
】 

○
令
和
七
年
八
月
二
十
日
（
水
）
午
後
一
時
半
か
ら 

 
 

ホ
テ
ル
白
萩
二
階
「
錦
」 

テ
ー
マ
「
今
こ
そ
、
非
住
宅
建
築
物
の
木
造
化
」 

 
 

講
師
：
㈱
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
研
究
所 

 
 
 

 
 

代
表
取
締
役 

伊
藤 

明
子 

氏 

 
 

講
師
：
林
野
庁
木
材
産
業
課
木
材
製
品
技
術
室 

 
 
 

 
 

室
長 

川
原 

聡 

氏 

【
第
二
弾
】 

○
令
和
七
年
十
月
十
日
（
金
）
午
後
一
時
半
か
ら 

ホ
テ
ル
白
萩
二
階
「
錦
」 

講
師
：
伊
藤 

明
子 

氏 

講
師
：
北
海
道
大
学
大
学
院
工
学
研
究
院
建
築 

都
市
部
門 

教
授 

平
野 

陽
子 

氏 

「W
O
O
D
 D
E
SI
G
N 
E
XP
E
RI
E
NC
E

＠
仙
台
」
開
催 

一
般
社
団
法
人
日
ウ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
協
会
主
催 

 

国
・
県
関
係
木
材
利
用
助
成
事
業
の
説
明
会
を
開
催 

 

 
左から林野庁難波課長、宮城県大類課長、米澤理事長 

(一社)日本ウッドデザイン協会末広専務理事 

 

展 示 状 況

（AER 仙台ア
トリウム） 

「
木
の
プ
ロ
育
成
」
講
演
会
の
開
催 

 

－６－ 


